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[研究報告要 旨]

本研究では、住み手 自らのアイデアをもとに、自らの手、もしくは専門家の手

を借 りなが ら住戸の改修を行な う仕組み (こ れをセル フ・ リノベーションと定義

す る。以下 SR)に 焦点をあて、SRを 、 トップダウン型の旧来の枠組みか ら「自

律・個別 。一体」へ と転換 し、住みなが ら環境の個別化・個性化を図る持続型居

住の本質であると捉え、ハー ド・ソフ トの SRを 可能 とす る賃貸システムの特性、

それに対する居住者の評価 と SRの 取組実態や有意性、SR賃貸の事業性 を解明 し、

効果的な SRを誘導す る賃貸 システムのあ り様 を提起 している。

事業者 による SR可能範囲の設定や、承認制度、相談の機会な ど、SRに よる住

みつぶ しや価値の低下を抑制 し、トラブルを防止する方策 も設定 されているもの

の、改修に関す る簡便な口頭説明や図面提出などの規約設定、工具の貸出 しや材

料提供、技術指導などのサポー トによつて、寧 ろ気軽で 自由な SRが触発・誘導

されている点に特徴がある。居住者 は、規約を煩わ しいものではなく、SRを触発

し、事業者 との関係 をつ くる機会 と捉 えて、積極的に活用 している。そのために

全住戸 で活発で自律的な SRが行なわれ、機能重視 0間取改変 と意匠重視・仕上

改変 といった 目的・内容や程度が異なる個性化が実現 されている。個性化には、

居住者 の SR技術 0経験・嗜好 と契約方法や住戸空間における改修の 「余地」 と

いつた賃貸 システムが影響 している。 SRは、居住者に強い達成感や愛着、誇 り、

新たな住まい方やハ ウジング概念、住まいの開放化、人のつなが りや賃貸 コミュ

ニテ ィの活性化などを生起 し、「人間包摂」「時熟」「持続型居住」「領有」「相互

浸透」な ど、住宅計画における新たな理念や方法を提起 している。

SR賃貸 システムの要件は、異なる基準を持つた三者 (事業者・居住者・次の居

住者)の希求す る多様 な SRの 質 (次への貸 しやす さ、建物性能、法的適合性、

安全性 の維持向上、事業性、自由な SR、 容易な施工、入退居のスムーズ さ)を 同

時に高めてい くよ うな契約 0空間 0住戸継承の条件の整備である。


